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臨床研究に比し軽視されがちですが、医学研究においてケースレポートが果たす役

割は大きく、臨床医学を切り拓いてきたのはケースレポートです。また、当学術集

会で学会発表後、論文化される数が極めて少ないことが指摘されています。一方

で、臨床研究に比し、ケースレポートは accept されるのが難しく、paper writing の

腕の見せ所で、書き方の原則を知る必要があります。疾患頻度が「稀」なだけで

は、論文化できません。企画者らのグループは、Pubmed 収載誌に多くのケースレ

ポートを掲載した経験をもとに、実際に論文になった症例や持ち寄り症例を題材と

して、どのような観点からケースレポートを作成していくかを体験するワークショ

ップを開催してきました。今回はその様子を事前収録したものを、オンデマンドで

配信します。より多くの人に、ケースレポートの書き方、視点を知っていただきた

いと思います。


